2008年度夏学期　現代生命科学１　試験問題
試験時間：９０分
解答用紙：１枚（表裏のみ、追加不可）
教科書参考書ノート類：持ち込み不可
担当：坪井貴司

問１．講義及び教科書の内容と照らし合わせて、正しいものの番号をすべて記せ。ただし、正解は６つ以下であり、番号を７つ以上記している場合は採点しない。

１．デュジャンヌ型筋ジストロフィーや血友病は、伴性優性遺伝で、男性に多い遺伝病である。
２．記憶には、短期記憶、長期記憶、長期増強記憶の３種類がある。
３．遺伝子の実態は、ＤＮＡであり、遺伝情報は、ＤＮＡ、ＲＮＡ、タンパク質の順に伝わっていく。
４．ＥＳ細胞とは、どんな細胞にでもなりうる胚性幹細胞のことで、必ず核を交換して作られる。
５．海馬は、大脳新皮質にある。
６．薬物やアルコール依存に関係する神経回路からはドーパミンが分泌され、その結果快感がもたらされると考えられている。しかしこの過程には、記憶学習経路は全く関与しない。
７．グルタミン酸受容体は、記憶学習に関与する。
８．ウイルス駆除に抗生物質は効果がない。
９．テロメアは、染色体の中央にある繰り返し配列のことである。
１０．Ｘ染色体上に女性、Ｙ染色体上に男性の持つ特有の機能を規定する遺伝子がある。
１１．アポリポ蛋白質Ｅ４遺伝子をホモで保有している人は、アルツハイマー病を必ず発病する。
１２．がんの発生には、染色体の損傷が蓄積することによって起こる。
１３．中性脂肪をため込んだ、「太った」脂肪細胞から分泌されるアディポサイトカインによってメタボリックシンドロームが発症する。
１４．遺伝子の多様性は、エキソンシャッフリングによって生み出される。
１５．急激なストレスを受けると多量のアドレナリン、ノルアドレナリン、コルチゾールが副腎髄質から分泌され、嫌悪記憶が増強される。そのため、心的外傷後ストレス障害が起こる。
１６．ヒト免疫不全ウイルスに感染した状態をエイズと呼ぶ。
１７．神経細胞のシナプスには、電気シナプスと化学シナプスの２種類があり、化学シナプスの方が伝達速度が速い。
１８．ミトコンドリアは、独自のＲＮＡを持ち、そのＤＮＡはすべて父親由来である。

問２．以下の問いに答えよ。

（１）花粉症の薬を飲むと何故眠くなるのか。その理由を、３行以内で述べよ。
（２）うつ病の原因とその治療薬の作用機構について、３行以内で述べよ。
（３）脳に心が宿る証拠を１つ挙げ、３行以内で述べよ。
（４）現代社会における生命科学を学習することの意義について３行以内で述べよ。
（５）講義内容を実生活の中で実感したことについて、３行以内で述べよ。

